
             
■指導行政のポイント 

学校運営と“国旗・国歌” 
                                      

 「国旗及び国歌に関する法律」（以下「国旗国歌
法」）の制定以来，学校における国旗・国歌の取扱
いをめぐって紛糾するケースは減少した。それでも

全国的にみると，いまだに一部で国旗・国歌をめぐ
るトラブルが絶えない。 

いまだに紛糾する学校も 
 昨年末に公表された文部科学省調査によれば，平
成 13 年度に国旗掲揚・国歌斉唱の取扱いで，戒告
処分を受けた教師は 94 人，訓告処分を受けた教師

は 70 人に及ぶ。また，気の毒ながら，国旗・国歌
のトラブルで監督責任を問われて処分（訓告）を受
けた学校管理職は 37 人もいる。 

 処分の理由をみると，「卒業式に国歌演奏を妨害
した」「校内で国歌演奏に反対するビラを配布した」
「事前の校長の指導に従わず国歌斉唱時に着席し

た」など，もっぱら国歌斉唱にかかわるものとなっ
ている。以前は，国旗掲揚に対する妨害行為が多か
ったが，国旗国歌法の制定後は，国旗掲揚を妨害す

るケースはほとんどなくなった。 
法的根拠論から思想の自由論に 

 周知のように，学校における国旗・国歌の扱いを

めぐる論点は大別すれば二つある。一つは，日の丸・
君が代を国旗・国歌とする法的根拠が明確でないの
ではという論点であり，いま一つは，国旗・国歌を

学校で指導することが思想・信条の自由を侵すこと
にならないかという論点である。 
 第１の論点については，平成 11 年に国旗国歌法

が制定され，「国旗は，日章旗とする」「国歌は，君
が代とする」とする条文が定められ，終止符が打た
れた。 

 で，最近はもっぱら第２の論点である思想・信条
の自由論が強調されている。 
 しかし，学校教育で国旗・国歌を指導することは，

国語や算数と同じように，国民として必要な基礎・
基本を教えることである。なんら思想・信条の自由
を侵すものではない。 

 こういうと，国旗・国歌は人間の内面的価値にか
かわる問題だから，国語や算数と同一には論じられ
ないという反論がある。だが，それを言うなら，教

育そのものが人間の内面的価値の形成にかかわる営
みではないか。国旗・国歌の指導のみが思想・信条
の自由に反するという言い分には理由がない。 

許されない学校運営の妨害 
 教師が国旗・国歌にどのような見解をもとうが自
由である。しかし，国旗・国歌に反対だからといっ

て，学校の正常な運営を妨害することは許されない。
学校運営を妨げる行為は，処分の対象となることを
免れない。 

 この点に関する最近の判例を紹介しておこう。 
 滋賀県の高校で卒業式当日，国旗を掲揚しようと
する教頭から国旗を奪い取って減給処分を受けた事

件が法廷で争われた。 
平成 13 年５月７日，大津地裁は，①卒業式にお
いて国旗を掲揚することは，教師や生徒，保護者の

内心に強制を加えるものと解することができないこ
と，②校務運営についての決定権限は校長にあって，
職員会議にはないから，職員会議の決議が校長の権

限よりも優先することはできないこと，を挙げて減
給処分を適法と判示した。 

（ひしむら・ゆきひこ＝公立学校共済組合理事長） 
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